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1992)が 挙げられる。 これらは、柄谷(1992)が 、
二者関係に注目し、他者とは何かについて考察す
る際に示 した概念である。そして、佐藤(1999)







特 に 「向かい合わせ」の関係 について授業実践を
基 に考察 し、「向かい合わせ」 の関係でやりとり
することの重要性を示 した。 しか し、授業場面 に
おける 「隣り合わせ」の関係 にっいては十分考察
されていない。
そこで、柄谷(1992)の いう 「隣 り合わせ」の
関係と 「向かい合わせ」の関係や、佐藤(1999)













たがってお り、いっ もどこかに通 じ合わない領域








身 と対称的な存在であり、同 じ規則に従い、同 じ
共同体に属する理解 しあえる他者である。一般的
な他者は、私が 「意味すること」を、同 じ規則に
従 って解釈するため、異なった解釈 は存在 しない
が、一方、《他者》と私自身 は大な り小 なり異な
























あり、〈私〉が 「意味すること」が成立す るか ど
うかは不明である。〈私〉が 〈私〉 自身の規則に



















するだけである。「対話」にみ られ る 「向かい合
わせ」の関係において 《他者》と交わることによっ
て規則を見出 し、再構築す るという。 そ して、
「向かい合わせ」の関係となる 「対話」 の意義 を
強調するのである。
柄谷(1992)は 、「教える」 とい う語 を、一定
の規則やパターンを学ぶ ときに用いる。つまり、
「教える一学ぶ」立場とは、〈私〉自身 と 《他者》



















佐藤(1999)は 、 このような柄谷(1992)の 考
えを踏まえて、授業場面を 「向かい合わせ」の関
係に触れながら考察した。佐藤(1999)は 、小学
















































































なく、「隣 り合わせ」の関係か ら他者 との関係を
築 くことが 「向かい合わせ」の関係での 「学び」
のために重要であるという。このような違いの原
因は、柄谷(1992)が 《他者》 とは何かを問う中
で 「学び」の意味や 「向かい合わせ」 の関係 と



























の関係を余 り評価 していなが、佐藤(1999)は 拡
張 して、子どもの学校での学びにとってどのよう
な意味があるか検討 しようとしたという点は重要














やまだ(2004b)は 自己をいか に捉えるか という
点か ら始める。自己を 「本来的に他者から分離 し
た 「唯一」のユニークでオリジナルな存在、分割
された最少の単位で文脈か ら独立 して存在 しうる
「個人」ではなく、「文脈的(contextual)に みて








文脈 と前後関係か ら 「意味meaning」(や まだ、
2000)が 生成 されると考える。 自己は他者 と関ら
なければならない社会的存在であり、他者 との相











は、自己の 「声」を他者から分離 しなければな ら















セスが生まれ るとい う。 このような自他関係 を








は 「声」が反映 されている。「声」 とは、主体の
意志 ・志向を反映するものであり、一っの発話に
は話者の 「声」だけではなく、他者の 「声」 も反
映 されており、二つ以上の 「声」が相互活性化 し

















る。パフチ ン(1981/1996)は 、「声」 は一っの発
話の中で解 け合 うことな く共存 しており、話者の
「声」は他の 「声」を発 してい る存在 とは異質で




ぶ。他者 と 「対話」 し、異なる 「声」が反映され
た発話の相互作用によって、積極的な理解が行わ
れる関係を 「対面関係」 というのである。
これに対 し、「並ぶ関係」 とは語 り合 う関係で









共同主体となり、通 じ合 うというのである。 この
ように、やまだ(2004b)は 、 自己と他者の相違
を強調 し、対立する立場を明確に し、「対話」 に
よって互いに理解 し合お うとする 「対面関係」と、


































a)が 『東京物語』か ら見出した ものとは異なる


























場合に過 ぎない。 しかし、や まだ(1987/2004b)
は、「並ぶ関係」を自己と他者が共感 しあう関係





























英語教師:そ う。モップも英語。 日本語と同 じ。
これは、英語教 師がアルフ ァベ ッ トを教えてい
る場面 であ る。「M」 が どの よ うな音 な のか を伝
え るために、 「M」 で始 まる単 語 を例 示 しよ うと
一87一
している場面であった。そして、英語教師は日本





































が伝わり、英語教師 と子どもがより結 びつ く。 こ
のようなやりとりの行われる関係は、「並ぶ関係」
の一例 である と考 え る。
事例2英 語教師による子どもの発話の引 き継ぎ
英 語 教 師:じ ゃ あ、 有 名 な マ ウ スみ ん な 知 って る?
B君:ミ ッキ ー マ ウ ス
英 語 教 師:Yes.Yes.ミ ッキ ーマ ウ ス.ム ム ム ム
ム ム ム.ミ ッキ ーマ ウ ス.M.M.M.M.
A君:コ ン ピ ュ ー タ ーの
英 語 教 師:そ う、 そ れ もマ ウ ス.は い 、 ね ず み に に
て るか らマ ウス。































であろ う。 このよ うな関係 は 「並 ぶ関係」の一っ
と して考 え られる。
きる内容のや りとりを行 うことによ って結 びつ く
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